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　巻頭言はわが国の情報処理科学の第一人者である猪瀬
博先生より寄せられたが，本稿は先生の遺稿となった．
伊東　洋会長が追悼文を書かれた．猪瀬　博：先生のご冥福
をお祈り申し上げます．
　激動の20世紀も残す所あとわずかとなり，本誌も20世紀
最終の号となった．20世紀初頭の状況を考えれば，医療，医
学の分野においても今世紀が如何に激動の時代であったか
は明らかである．基礎医学，臨床医学の進歩は何れの領域に
おいても目覚ましく，万人の予想をはるかに超えるものがあ
る．20世紀の医学を支えてきた基本理念の1つは「進歩は善
である」という考えであり，人類の様々な疾病に対して研究
が行われ，多くの問題が解決された．結果として人々は病気の
苦痛から開放され，平均寿命は延長した．来る21世紀が医学
を含む自然科学にとっては今世紀以上の激動，進歩の時代と
なることは容易に予想される．その進歩が人類の幸福に直結
するか否かは社会科学の進歩に負う所が大きいと思われる．
　本学における医学教育，研究も，21世紀の変革をリード
し得る人材の育成を念頭におき，時代を先見するビジョン
のもと更なる充実を計る必要があろう．そのためには活発
な討論と情報交換が必須である．今後本誌が本学における
医学研究に情報公開の場として，質，量ともに益々発展す
ることを切に願う．　　　　　（長尾桓記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事会（要旨）
1．学長，病院長，副学長の任期満了に伴う交代で医学会会
　長，副会長が次のようになったことが報告された．（会
　二二11条）
　　　会長：伊東　洋　　　副会長：小柳泰久，高山雅臣
2．第146回医学会総会の進行状況について報告があった．
　開催日時：平成12年11月4日（土）
　当番教室：解剖学（2），皮膚科学
3．臨床懇話会並びに定例委員会の開催報告があった．
　　開催予定
　　　第304回　12年10月26日　皮膚科学
　　東京医科大学霞ヶ浦病院の臨床懇話会は，医師会の生
　涯教育の単位として認定されるようになったので，これ
　について，西新宿の東京医科大学病院，東京医科大学八
（平成12年9月置
　王子医療センターも検討中であることが報告された．
4．編集状況の報告があり，編集について討議した．
5．業績目録定例委員会の開催報告があり，99年度特別号の
　記載様式は98年度と同様にすることが報告され，了承
　された．
6．投稿論文奨励賞選考委員会並びに医学会奨励賞選考委員
　会を開催し，次の4名を選考したことが報告され，承認
　された．
　　東京医科大学雑誌投稿論文奨励賞
　　　森田重文（内科学第四），尾山博：則（泌尿器科学）
　　東京医科大学医学会奨励賞
　　　Ox．　L　Zhang（生理学第二），佐治　久（外科学第一）
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